
日当たりのよい草原に生える多年草。根出葉は束生し、長い葉柄があり、2回羽状複葉。小葉は深裂し、さ

らに欠刻する。根出葉や花茎には長い白毛を密生するが、葉の表面はやや無毛となる。花茎は高さ10cm

前後で開花するが、花後伸長して30-40cm。花期は4-5月。花は1個が頂生し、鐘形で下向きに開く。外面
は長い白毛で被われ、内面は暗赤紫色。

－

生育地である草原を保全するとともに盗掘防止対策が
必要である。
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